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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

　

回次 第83期中 第84期中 第85期中 第83期 第84期

会計期間

自　平成18年
　　１月１日
至　平成18年
　　６月30日

自　平成19年
　　１月１日
至　平成19年
　　６月30日

自　平成20年
　　１月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成18年
　　１月１日
至　平成18年
　　12月31日

自　平成19年
　　１月１日
至　平成19年
　　12月31日

売上高 (百万円) 52,029 54,918 57,865 84,410 89,354

経常利益 (百万円) 8,424 8,882 8,782 5,380 5,741

中間(当期)純利益 (百万円) 4,747 4,756 4,846 2,439 2,773

純資産額 (百万円) 38,825 41,872 43,414 37,876 39,969

総資産額 (百万円) 73,701 80,987 82,158 60,045 63,020

１株当たり純資産額 (円) 1,855.101,933.791,989.101,738.391,819.15

１株当たり中間
(当期)純利益

(円) 244.72 239.59 242.83 124.87 139.45

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) 239.65 237.50 241.47 122.84 138.37

自己資本比率 (％) 48.8 47.4 48.3 57.5 57.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,418 △2,819 △1,834 1,528 2,177

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,459 142 △1,828 △5,935 △360

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △926 △1,133 △1,446 △185 △988

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 9,453 8,997 8,393 12,743 13,612

従業員数
(外、平均臨時従業員数)

(名)
1,792
(278)

1,951
(344)

2,149
(499)

1,789
(282)

1,947
(341)

(注) 売上高には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 提出会社の経営指標等

　

回次 第83期中 第84期中 第85期中 第83期 第84期

会計期間

自　平成18年
　　１月１日
至　平成18年
　　６月30日

自　平成19年
　　１月１日
至　平成19年
　　６月30日

自　平成20年
　　１月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成18年
　　１月１日
至　平成18年
　　12月31日

自　平成19年
　　１月１日
至　平成19年
　　12月31日

売上高 (百万円) 43,224 45,208 47,724 66,932 70,516

経常利益 (百万円) 7,464 7,920 7,913 3,808 4,191

中間(当期)純利益 (百万円) 4,449 4,586 4,639 2,281 2,417

資本金 (百万円) 2,817 3,136 3,209 3,136 3,209

発行済株式総数 (千株) 19,400 19,855 19,960 19,855 19,960

純資産額 (百万円) 32,234 34,206 35,377 30,718 32,010

総資産額 (百万円) 63,563 68,668 68,812 48,842 51,757

１株当たり配当額 (円) ― ─ ─ 60.00 70.00

自己資本比率 (％) 50.7 49.8 51.4 62.9 61.8

従業員数 (名) 876 941 1,008 879 946

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「１株当たり純資産額」、「１株当たり中間(当期)純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり中間(当期)　純

利益」については、中間連結財務諸表を作成しているため記載を省略しております。
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２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。

　なお、当中間連結会計期間において、当社の連結子会社でありますアース・バイオケミカル㈱が、ペット用

アクセサリー用品の販売事業を行う㈱ターキーを買収し、同社は新たに家庭用品事業を行う連結子会社と

なりました。

　

３ 【関係会社の状況】

当中間連結会計期間において、新たに連結子会社となった会社は、次のとおりであります。

名称 住所
資本金
又は出資金

主要な事業
の内容(注)１

議決権の
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合
(％)

被所有割合
(％)

㈱ターキー 大阪府守口市 百万円
30

家庭用品
100.0
(100.0)
(注)２

―
連結子会社(アース・バ
イオケミカル)の完全子
会社

(注) １　「主要な事業の内容」の欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２　議決権の所有割合の(　)内は間接所有割合で、内数であります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

事業の種類別セグメントの名称 従業員数(名)

家庭用品事業
1,623
(274)

総合環境衛生事業
510
(225)

全社(共通)
16
(─)

合計
2,149
(499)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は臨時従業員の当中間連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)であります。

３　臨時従業員には、季節工、パートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いています。

４　全社(共通)は、親会社の経営企画部等の管理部門の従業員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 1,008

(注)　従業員数は就業人員であります。

　

(3) 労働組合の状況

連結会社において労働組合は結成されておりません。

連結会社と従業員との関係はすべて円満に行われております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、原油及び原材料価格の高騰や米国のサブプライムロー

ン問題に端を発した金融市場の混乱などにより企業業績が伸び悩み、また生活関連用品の値上げなどで

個人消費が停滞するなど、先行きに不透明感が見られる状況にありました。

　このような状況のなか、当社グループは引き続き「価値創造による脱価格競争」をテーマに掲げ、付加

価値の高い製品や総合的な環境衛生サービスを提供するとともに、価値を訴求していくことに注力した

営業活動を展開してまいりました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は578億65百万円(前年同期比5.4％増)、営業利益は86

億34百万円(前年同期比0.4％減)、経常利益は87億82百万円(前年同期比1.1％減)、中間純利益は48億46百

万円(前年同期比1.9％増)となりました。

　なお、当社グループは殺虫剤の売上構成比が高いため、売上高は上半期に偏るという季節変動要因があ

る一方、人件費等の固定費は年間を通じてほぼ均等に発生するため、上半期と下半期の売上高や利益には

著しい相違があります。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①　家庭用品事業

家庭用品事業が属する業界におきましては、市場の成熟化に伴う競争激化や原材料価格の高騰など依

然として厳しい状況でありますが、付加価値の高い製品や多様化する消費者ニーズに応えた製品が相次

いで投入され市場活性化に向けた動きが見受けられます。

　このような状況のなか、当社グループは多くの新製品を発売するとともに、最適な売場作りを行う専門

スタッフの増員により営業力をさらに強化し、市場の活性化と売上の拡大に努めました。

　以上の結果、当事業における売上高は501億１百万円(前年同期比5.7％増)、営業利益は83億41百万円(前

年同期比0.6％増)となりました。

　
(家庭用品事業の業績) (百万円)

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 増減額 増減率

売
上
高

家庭用医薬品殺虫剤 5,099 4,807 △292 △5.7%

家庭用一般殺虫剤 24,390 26,588 2,198 9.0%

ペット用殺虫剤　※ 1,246 － △1,246 －

殺虫剤部門　 計 30,737 31,396 659 2.1%

口腔衛生用品 10,266 10,945 679 6.6%

入浴剤その他 5,460 5,702 241 4.4%

日用品部門　 計 15,727 16,648 920 5.9%

　 ペット用品部門　※ － 1,458 1,458 －

　 その他製商品部門 954 598 △355 △37.3%

　　　合　　計 47,418 50,101 2,682 5.7%

　　　営業利益 8,294 8,341 46 0.6%

　　(注)　売上高は外部顧客に対する売上高であります。
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※　当中間連結会計期間から、これまで「殺虫剤部門」に含めておりました「ペット用殺虫剤」を、「ペット用品部

門」に変更・新設いたしました。これは平成20年１月31日付で連結子会社としたペット用アクセサリー用品を取

り扱う㈱ターキーの製品と、ペット用殺虫剤を合わせた表示にしたものであります。なお、当中間連結会計期間に

おいて、ペット用品部門に含まれる旧区分におけるペット用殺虫剤の金額は13億17百万円であります。

　

主な部門別の状況は以下のとおりであります。

　

［殺虫剤部門］

殺虫剤部門は、６月の低温が影響し市場全体が前年を若干下回って推移するなか、当社は数多く発売し

た新製品の寄与もあり、売上高は313億96百万円(前年同期比2.1％増)となりました。なお、ペット用品部

門を新設した影響を除くと実質的には前年同期比6.5％増となります。

　家庭用医薬品殺虫剤分野におきましては、ゴキブリ用殺虫エアゾール「医薬品ゴキジェットプロ」は順

調に推移しましたが、くん煙剤「アースレッド」及び樹脂蒸散剤「バポナ」がここ数年続いている市場

縮小の影響を受け、当分野の売上高は48億７百万円(前年同期比5.7％減)となりました。

　家庭用一般殺虫剤分野におきましては、近年需要が拡大している不快害虫用殺虫剤及び虫よけ用品等が

好調に推移し、前年に発売しヒット商品となったコバエ誘引殺虫ポット「コバエがホイホイ」や、新製品

の設置型虫よけ「バポナ虫よけネットＷ」及び殺虫成分を使わない「天然ハーブのゴキブリよけ」が売

上拡大に寄与しました。また、電気も電池も火も使わない新タイプのスプレー式蚊取り「お部屋の４角に

チュッとするだけで蚊に刺されない空間を作るスプレー」が好調でありました。これらの結果、当分野の

売上高は265億88百万円(前年同期比9.0％増)となりました。

　

［日用品部門］

日用品部門は、既存品の堅調な推移に加えて、新製品の発売による品揃えの強化等により、売上高は166

億48百万円(前年同期比5.9％増)となりました。

　口腔衛生用品分野におきましては、洗口液「モンダミン」及び知覚過敏予防歯磨き「シュミテクト」が

大幅に伸びたことや、新製品の液状歯磨き「ママはボク(ワタシ)の歯医者さん」が順調に推移したこと

などにより、売上高は109億45百万円(前年同期比6.6％増)となりました。

　入浴剤その他分野におきましては、入浴剤「バスロマン」が売上を伸ばし、さらにレキットベンキー

ザー社との提携により前年11月より販売を開始した食洗機用洗剤「フィニッシュ」の売上が加わったこ

とで、売上高は57億２百万円(前年同期比4.4％増)となりました。

　

［ペット用品部門］

当中間連結会計期間から新設したペット用品部門は、新製品の寄与や当中間連結会計期間より新たに

連結子会社となった㈱ターキーの売上が加わったことにより、売上高は14億58百万円となりました。
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②　総合環境衛生事業

総合環境衛生事業におきましては、食の安全・安心に対する意識や品質・衛生管理強化についての要

求が高まっており、新たな需要が見込める状況でありました。

　このような状況のなか、安定した収益が見込める年間契約の増加を目指し、各企業に対応した独創的な

品質保証の仕組みを取り入れたサービスを、主な展開領域である食品・医薬品・化粧品業界に加えて石

油化学・ＩＣ関連業界へ拡大し、積極的に新規顧客の獲得に努めました。また、既存顧客に対しては、より

高度で良質なサービスの提供により顧客満足度の向上を心がけ、長期間にわたる契約を確保するよう努

めてまいりました。

　以上の結果、当事業における売上高は77億64百万円(前年同期比3.5％増)となりましたが、業容拡大に向

けた人員増による人件費が増加したことや営業所新設に伴う費用が発生したことなどにより、営業利益

は６億52百万円(前年同期比7.7％減)となりました。

　

(総合環境衛生事業の業績) (百万円)

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 増減額 増減率

　　　 売上高 7,499 7,764 264 3.5%

　　  営業利益 707 652 △54 △7.7%

　　(注)　売上高は外部顧客に対する売上高であります。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の中間期末残高は、前年同期

と比べ６億３百万円減少し、83億93百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、減少した資金は18億34百万円(前年同期は28億19百万円の減少)となりました。これは、

税金等調整前中間純利益が84億57百万円、仕入債務の増加が68億70百万円ありましたが、売上債権の増加

が202億17百万円あったことなどによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、減少した資金は18億28百万円(前年同期は１億42百万円の増加)となりました。これは、

投資有価証券の取得による支出が８億45百万円、有形固定資産の取得による支出が７億19百万円あった

ことや、ペット用品を取り扱う㈱ターキーの株式取得による支出が１億15百万円あったことなどにより

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、減少した資金は14億46百万円(前年同期は11億33百万円の減少)となりました。これは

主に、配当金の支払が13億97百万円あったことによります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当中間連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同期比(％)

家庭用品事業 43,423 ＋3.3

合計 43,423 ＋3.3

(注) １　金額は、販売実績に基づいた価格によっております。

２　総合環境衛生事業はサービス事業であるため、生産実績はありません。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当中間連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。

　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同期比(％)

家庭用品事業 9,512 ＋5.8

総合環境衛生事業 348 ＋10.7

合計 9,860 ＋6.0

(注) １　金額は、仕入実績に基づいた価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当社グループは、見込生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同期比(％)

家庭用品事業 50,101 ＋5.7

総合環境衛生事業 7,764 ＋3.5

合計 57,865 ＋5.4

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

 金額（百万円）  割合（％）  金額（百万円）  割合（％）

株式会社パルタックＫＳ 8,417 15.3 13,868 24.0

株式会社あらた 6,003 10.9 5,992 10.4

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

３ 【対処すべき課題】

当中間連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間における重要な契約は以下のとおりであります。

［株式取得契約］

当社の連結子会社でありますアース・バイオケミカル株式会社は、ペット用アクセサリー用品の販売

事業を行う株式会社ターキーの全株式を取得する契約を平成20年１月31日に締結し、平成20年２月20日

に取引を完了しました。

　

EDINET提出書類

アース製薬株式会社(E01015)

半期報告書

 9/69



５ 【研究開発活動】

当社グループは「ベストクオリティで世界と共生」を基本理念として、めまぐるしく変わる市場環境と

消費者志向に対応すべく、常に生活者の視点に立ってニーズを発掘する姿勢、提供のタイミングを逃さない

開発スピードを念頭にお客様の生活空間の質の向上を目指し、クオリティの高い安全な高付加価値製品と

品質保証における衛生管理サービスの研究開発活動を行っております。

　当中間連結会計期間における当社グループの研究開発費は６億67百万円でありました。

　セグメント別の研究開発活動は以下のとおりであります。

　

(1) 家庭用品事業

①　基本方針

当事業では、お客様の満足度を向上させるために、「世にないものを作る」をモットーに、基礎的な

研究を充実させ戦略的なテーマを選定し、独創的で高品質な製品を生み出すことを基本としておりま

す。また、消費者にとって魅力ある製品を他社に先駆けて発売することを目指しております。

　このような方針のもと、お客様や小売店からの要望、市場動向、技術動向などに関する情報の入手・調

査・分析を行い、技術の向上や品質の改善と、市場が求める製品の開発などに取り組んでおります。そ

して、組織横断的な会議を定期的に開催し、製品化の検討を行っております。

　

②　殺虫剤にかかる研究

健康で快適な生活環境を提供することを目指し、ハエ・蚊・ゴキブリ・ダニ・ノミなどの伝染病を

媒介する衛生害虫やアリ・ハチ・ムカデなどの不快害虫の駆除等を目的とし、家庭用殺虫剤(医薬品・

医薬部外品・雑品)の研究開発を行っております。近年の傾向として、対象害虫別の殺虫剤の需要や、忌

避・予防を目的とした製品の需要、殺虫成分を含まない製品の需要が高まっており、これら消費者ニー

ズの多様化にも応えるべく取り組んでおります。

　当中間連結会計期間の主な研究成果は以下のとおりであります。

　蚊取りでは、火も電気も電池も使わない新しいコンセプトの「お部屋の４角にチュッとするだけで蚊

に刺されない空間を作るスプレー」を発売いたしました。

　ゴキブリ用毒餌剤では、ゴキブリの種類や成長段階でエサの好みが異なる性質に対応した、肉・野菜

・デザートの３つの味の「ゴキブリレストラン」を発売いたしました。

　アリ誘引殺虫剤では、スプレーできるつぶゼリーでアリを誘引し、巣に持ち帰らせて巣ごと殺虫する

「アリの巣コロリ つぶジェルスプレー」を発売いたしました。

　虫よけ用品では、吊るしたり置いておくだけで虫を寄せ付けない「バポナ虫よけネットＷ」を発売い

たしました。

　また、近年注目されている殺虫成分を含まない製品としては、ダニの嫌がる天然成分を配合したゲル

「天然ハーブでダニバリア」、ハーブ成分が嫌な虫を５時間寄せ付けないスプレー「天然ハーブの虫

よけジェット」、食品成分の水あめから作った、人や環境にやさしい園芸用殺虫殺菌剤「野菜と花を水

あめで守るスプレー」を発売いたしました。

　

EDINET提出書類

アース製薬株式会社(E01015)

半期報告書

10/69



③　日用品にかかる研究

居間・浴室・トイレ・キッチン等の生活居住空間の質の向上に役立つ製品の提供を目指し、口腔衛

生用品・入浴剤・芳香剤・除菌洗浄剤・繊維製品防虫剤・ネズミ駆除剤等の研究開発を行っておりま

す。

　当中間連結会計期間の主な研究成果は以下のとおりです。

　口腔衛生用品では、フッ素イオンで歯のエナメル質を丈夫にし虫歯を予防する液状歯磨き「ママはボ

ク(ワタシ)の歯医者さん」を発売いたしました。また歯ぐきの腫れと炎症を抑えて歯肉炎を予防する

洗口液「薬用モンダミン歯肉炎予防」を発売いたしました。

　除菌洗浄剤では、植物ポリフェノール配合でタバコのヤニ臭やカビ臭をすっきり洗浄・消臭し、速く

乾くことで液ダレを防ぐタイプの「超速乾エアコン洗浄スプレー」を発売いたしました。

　

(2) 総合環境衛生事業

①　検査・検定にかかる研究

当事業では、契約先の施設における微生物検査や、昆虫、毛髪、細菌やカビなどの異物検定、塵埃・水

質などの環境測定など、検査機関としてその検査手法の精度アップ及び迅速な検査技法に関する研究

を主として行っております。

　また、年間契約の得意先からの昆虫、細菌・カビなどの異物検定要請に正確かつ迅速に対処すること

が必要であるため、東日本(千葉県鎌ケ谷市)と西日本(大阪府大東市)にそれぞれ総合研究所を設置し

ております。

　

②　施工・調査等にかかる研究

施工技術、調査技術、調査機器等の研究開発は、開発技術部と総合研究所が担当し連携を図りながら

開発を行っております。また、より効果的・効率的なペストコントロールの施工に関する技術研究は独

自開発だけでなく、公的機関及び民間企業との共同開発も含め取り組んでおります。

　

③　今後の方針

顧客満足度の向上を図るためには、検査の精度管理の充実及び競合と差別化された害虫駆除に関す

る技術の向上が重要となります。今後におきましては、検査技法において幅広く迅速かつ正確に行う研

究体制の確立及び分析機器や社内システムのレベルアップについて更なる推進を図ってまいります。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２ 【設備の新設、除却等の計画】

(1)　重要な設備計画の変更

前連結会計年度末に計画していた設備計画に重要な変更はありません。

　

(2)　重要な設備計画の完了

前連結会計年度末に計画していた重要な設備計画のうち、当中間連結会計期間に完了したものはあり

ません。

　

(3)　重要な設備の新設、除却等

当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年９月22日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,960,00020,073,000
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 19,960,00020,073,000― ―

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成20年９月１日から当半期報告書の提出までの新株予約権の行使により発

行されたものは含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

①　新株予約権

　

株主総会の決議日(平成16年３月30日)

中間会計期間末現在
(平成20年６月30日)

提出日の前月末現在
(平成20年８月31日)

新株予約権の数(個)  240,000  (注)１  127,000  (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─ ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数(株) 240,000 127,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1,400(注)２ 同左

新株予約権の行使期間
平成18年４月１日から
平成23年３月31日まで

同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　 1,400
資本組入額　　　 700

同左

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者
がこれを行使するためには、権
利行使時に至まで、当社の取締
役又は従業員であることを要
す。
　ただし、任期満了による退任、
定年退職等その他これと同視し
うべき事由により取締役又は従
業員でなくなったものと取締役
会が合理的に認める場合はこの
限りではない。
　本新株予約権は、新株予約権の
目的たる株式にかかる株券が、
日本国内の証券取引所に上場さ
れた後６ヵ月の期間が経過した
日、及び権利行使期間の開始日
のいずれか遅い方の日(権利行
使可能日)以後においてのみ行
使することができる。
　新株予約権の割当を受けた者
が死亡したときは、当該新株予
約権の割当を受けた者が相続開
始の直前において新株予約権を
行使しえた場合に限り、相続に
より当該新株予約権を取得した
者において本件新株予約権を行
使することができる。
　その他権利行使の条件につい
ては、新株予約権発行の取締役
会決議に基づき、当社と新株予
約権の割当を受けた者との間で
締結する「新株予約権割当契
約」で定めるところによる。

同左

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには取締
役会の承認を要する。

同左

代用払込みに関する事項 ― ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

─ ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払い込み金額を調整し、

調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行なう場合は、次の算式により払込金額

を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

既発行株式数 ＋
新株発行(処分)株式数 × １株当たり払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新株発行(処分)前の１株当たり時価

既発行株式数 ＋ 新株発行(処分)株式数
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(3) 【ライツプランの内容】

　　 該当事項はありません。
　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年１月１日～
平成20年６月30日

─ 19,960,000─ 3,209 ─ 3,000

(注) 平成20年７月１日から平成20年８月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が113千株、

資本金が79百万円、資本準備金が79百万円増加しました。

　

(5) 【大株主の状況】

平成20年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

大塚製薬株式会社 東京都千代田区神田司町２丁目９番地 2,200 11.02

株式会社大塚製薬工場 徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原115番地 1,948 9.76

アース製薬社員持株会 東京都千代田区神田司町２丁目12番地１ 1,187 5.94

大鵬薬品工業株式会社 東京都千代田区神田錦町１丁目27番地 600 3.00

大塚化学ホールディングス
株式会社

大阪市中央区大手通３丁目２番27号 400 2.00

株式会社中国銀行 岡山県岡山市丸の内１丁目15番20号 340 1.70

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 294 1.47

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 255 1.28

大塚エステート有限会社 大阪市中央区大手通３丁目２番27号 239 1.19

大塚倉庫株式会社 大阪市港区石田１丁目３番16号 213 1.06

計 ― 7,678 38.46
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式    2,300

完全議決権株式(その他)
普通株式
       19,949,500

199,460 ―

単元未満株式
普通株式

8,200
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 19,960,000― ―

総株主の議決権 ― 199,460 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,500株含まれており、

当該株式に係る議決権35個を議決権の数から控除しております。

　　 ２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が70株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
アース製薬株式会社

東京都千代田区神田司町
二丁目12番地１

2,300 ─ 2,300 0.01

計 ― 2,300 ─ 2,300 0.01

　

２ 【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 2,715 2,700 2,685 2,790 2,800 2,800

最低(円) 2,340 2,400 2,310 2,595 2,610 2,670

（注） 株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1) 当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成11年

大蔵省令第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前中間連結会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間連結財務

諸表規則に基づき、当中間連結会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中

間連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

(2) 当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省

令第38号。以下「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規

則に基づき、当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中間財務諸表

等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間(平成19年１月１日から平成19年６

月30日まで)及び前中間会計期間(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)の中間連結財務諸表及び

中間財務諸表については、新日本監査法人により中間監査を受け、金融商品取引法第193条の２第１項の規

定に基づき、当中間連結会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)及び当中間会計期間(平成

20年１月１日から平成20年６月30日まで)の中間連結財務諸表及び中間財務諸表については、新日本有限責

任監査法人により中間監査を受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている新日本監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年

７月１日をもって新日本有限責任監査法人となりました。
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１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

① 【中間連結貸借対照表】

　

前中間連結会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度
要約連結貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ　流動資産

　１　現金及び預金 ※２ 8,787 8,860 11,034

　２　受取手形及び売掛金 ※４ 32,631 30,992 10,676

　３　有価証券 2,776 2,172 4,783

　４　棚卸資産 13,446 14,582 13,103

　５　繰延税金資産 952 1,572 746

　６　その他 1,256 1,306 1,587

　７　貸倒引当金 △48 △42 △20

　　　流動資産合計 59,80373.8 59,44372.4 41,91066.5

Ⅱ　固定資産

　１　有形固定資産

　　(1) 建物及び構築物 15,296 15,700 15,259

　　　　減価償却累計額 ※１ 7,402 7,894 7,870 7,829 7,566 7,692

　　(2) 機械装置及び運搬具 6,046 6,291 6,061

　　　　減価償却累計額 4,949 1,096 5,116 1,175 5,029 1,031

　　(3) 土地 4,977 5,134 4,976

　　(4) 建設仮勘定 29 248 257

　　(5) その他 3,928 4,375 3,968

　　　　減価償却累計額 2,506 1,422 2,891 1,483 2,662 1,305

　　　有形固定資産合計 15,42019.1 15,87119.3 15,26424.2

　２　無形固定資産

　　(1) のれん ─ 175 ─

　　(2) その他 644 643 713

　　　無形固定資産合計 644 0.8 818 1.0 713 1.1

　３　投資その他の資産

　　(1) 投資有価証券 4,409 5,374 4,429

　　(2) 繰延税金資産 222 251 214

　　(3) その他 491 409 494

　　(4) 貸倒引当金 △4 △10 △6

　　　投資その他の資産合計 5,1186.3 6,0247.3 5,1318.2

　　　固定資産合計 21,18326.2 22,71427.6 21,10933.5

　　　資産合計 80,987100.0 82,158100.0 63,020100.0
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前中間連結会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度
要約連結貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(負債の部)

Ⅰ　流動負債

　１　支払手形及び買掛金 ※４ 22,222 19,538 12,422

　２　短期借入金 ※２ 180 405 179

　３　１年内返済予定の
　　　長期借入金

※２ ─ 154 ─

　４　１年内償還予定の社債 ─ 50 ─

　５　未払法人税等 3,810 4,295 1,143

　６　未払消費税等 494 525 112

　７　未払金 6,118 7,235 4,720

　８　賞与引当金 196 208 395

　９　役員賞与引当金 6 7 33

　10　返品調整引当金 1,908 1,970 214

　11　設備関係の支払手形
　　　及び未払金

※４ 151 488 277

　12　その他 1,163 1,018 1,143

　　　流動負債合計 36,25344.8 35,89743.7 20,64332.8

Ⅱ　固定負債

　１　社債 ─ 140 ─

　２　長期借入金 ※２ 98 404 ─

　３　繰延税金負債 279 34 9

　４　退職給付引当金 1,604 1,326 1,479

　５　役員退職慰労引当金 729 810 764

　６　負ののれん　 39 ─ 32

　７　その他 111 131 121

　　　固定負債合計 2,8623.5 2,8463.5 2,4073.8

　　　負債合計 39,11548.3 38,74447.2 23,05136.6

(純資産の部)

Ⅰ　株主資本

　１　資本金 3,1363.9 3,2093.9 3,2095.1

　２　資本剰余金 2,9273.6 3,0003.7 3,0004.8

　３　利益剰余金 31,00638.3 32,47239.5 29,02346.0

　４　自己株式 △5 △0.0 △6 △0.0 △6 △0.0

　　　株主資本合計 37,06445.8 38,67547.1 35,22755.9

Ⅱ　評価・換算差額等

　１　その他有価証券評価差額金 919 1.1 867 1.0 742 1.2

　２　為替換算調整勘定 407 0.5 154 0.2 336 0.5

　　　評価・換算差額等合計 1,3271.6 1,0211.2 1,0791.7

Ⅲ　少数株主持分 3,4804.3 3,7164.5 3,6625.8

　　　純資産合計 41,87251.7 43,41452.8 39,96963.4

　　　負債純資産合計 80,987100.0 82,158100.0 63,020100.0
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② 【中間連結損益計算書】

　

前中間連結会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 ※１ 54,918100.0 57,865100.0 89,354100.0

Ⅱ　売上原価 30,93856.3 33,16457.3 53,09959.4

　　　売上総利益 23,97943.7 24,70142.7 36,25440.6

Ⅲ　販売費及び一般管理費

　１　運送費及び保管料 1,163 1,321 2,174

　２　広告宣伝費 4,781 4,609 8,551

　３　販売促進費 1,135 1,179 3,244

　４　貸倒引当金繰入額 29 29 4

　５　給料手当 3,552 3,775 7,595

　６　賞与引当金繰入額 152 157 353

　７　役員賞与引当金繰入額 6 7 33

　８　役員退職慰労引当金繰入額 62 72 97

　９　旅費交通費 527 597 1,072

　10　減価償却費 244 242 492

　11　地代家賃 254 270 507

　12　研究開発費 656 667 1,369

　13　その他 2,74515,31427.9 3,13716,06727.8 5,43130,92934.6

　　　営業利益 8,66515.8 8,63414.9 5,3246.0

Ⅳ　営業外収益

　１　受取利息 35 34 115

　２　受取配当金 31 40 42

　３　ロイヤリティー収入 16 13 17

　４　受取家賃 78 76 157

　５　その他 81 243 0.4 96 260 0.5 137 470 0.5

Ⅴ　営業外費用

　１　支払利息 1 9 5

　２　手形売却損 3 ─ 5

　３　棚卸廃棄損失 14 3 15

　４　為替差損 ― 93 15

　５　その他 7 27 0.0 6 112 0.2 10 53 0.1

　　　経常利益 8,88216.2 8,78215.2 5,7416.4

Ⅵ　特別利益

　１　固定資産売却益 ※２ 18 0 25

　２　投資有価証券売却益 0 ─ 0

　３　債務免除益 ― ─ 94

　４　その他 ― 18 0.0 0 1 0.0 ─ 120 0.1

Ⅶ　特別損失

　１　固定資産売却損 ※３ 0 14 3

　２　固定資産除却損 ※４ 7 22 51

　３　退職給付算定方法変更損 ― 49 ─

　４　退職給付制度終了損 ─ 229 ─

　５　投資有価証券評価損 ― ─ 3

　６　ゴルフ会員権評価損 ― 1 0

　７　関係会社整理損 ─ 5 ─

　８　製品回収損 ─ ─ 172

　９　その他 0 8 0.0 4 326 0.6 0 231 0.2

　　　税金等調整前中間(当期)
　　　純利益

8,89216.2 8,45714.6 5,6306.3

　　　法人税、住民税及び事業税 3,901 4,349 2,365

　　　法人税等調整額 △2 3,8987.1 △926 3,4225.9 68 2,4332.7

　　　少数株主利益 237 0.4 188 0.3 423 0.5

　　　中間(当期)純利益 4,7568.7 4,8468.4 2,7733.1
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③ 【中間連結株主資本等変動計算書】

　　　　前中間連結会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

　

株主資本 評価・換算差額等

少数株主持分

資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

平成18年12月31日残高(百万円)3,1362,92727,440△4 33,499 825 188 3,363

中間連結会計期間中の変動額

　剰余金の配当 △1,191 △1,191

　中間純利益 4,756 4,756

　自己株式の取得 △0 △0

　株主資本以外の項目の中間連結

　会計期間中の変動額(純額)
94 219 116

中間連結会計期間中の変動額合計

(百万円)
─ ─ 3,565 △0 3,564 94 219 116

平成19年６月30日残高(百万円) 3,1362,92731,006△5 37,064 919 407 3,480

　

　　　　当中間連結会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

　

株主資本 評価・換算差額等

少数株主

持分
純資産合計

資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

その他有価

証券評価

差額金

為替換算

調整勘定

平成19年12月31日残高(百万円)3,2093,00029,023△6 35,227 742 336 3,662 39,969

中間連結会計期間中の変動額

　剰余金の配当 △1,397 △1,397 △1,397

　中間純利益 4,846 4,846 4,846

　自己株式の取得 △0 △0 △0

　株主資本以外の項目の中間連結

　会計期間中の変動額(純額)
124 △181 53 △3

中間連結会計期間中の変動額合計

(百万円)
─ ─ 3,449 △0 3,448 124 △181 53 3,445

平成20年６月30日残高(百万円) 3,2093,00032,472△6 38,675 867 154 3,716 43,414
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　　　　前連結会計年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

　

株主資本 評価・換算差額等

少数株主

持分

純資産

合計
資本金

資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

その他有価

証券評価

差額金

為替換算

調整勘定

平成18年12月31日残高(百万円)3,1362,92727,440△4 33,499 825 188 3,363 37,876

連結会計年度中の変動額

　新株の発行 73 73 147 147

　剰余金の配当 △1,191 △1,191 △1,191

　当期純利益 2,773 2,773 2,773

　自己株式の取得 △1 △1 △1

　株主資本以外の項目の連結会計

　年度中の変動額(純額)
△82 148 298 364

連結会計年度中の変動額合計

(百万円)
73 73 1,582 △1 1,727 △82 148 298 2,092

平成19年12月31日残高(百万円)3,2093,00029,023△6 35,227 742 336 3,662 39,969
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④ 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　

前中間連結会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅰ　営業活動による

　　キャッシュ・フロー

　１　税金等調整前中間(当期)純利益 8,892 8,457 5,630

　２　減価償却費 588 690 1,227

　３　退職給付引当金の増減額

　　　(△は減少)
△130 211 △256

　４　役員退職慰労引当金増加額 59 45 94

　５　貸倒引当金の増加額 26 22 0

　６　返品調整引当金の増減額

　　　(△は減少)
1,693 1,741 △1

　７　受取利息及び受取配当金 △67 △74 △157

　８　支払利息 1 9 5

　９　為替差損益 △21 46 1

　10　売上債権の増加額 △22,916 △20,217 △970

　11　棚卸資産の増加額 △2,475 △1,216 △2,142

　12　その他資産の減少額 339 126 12

　13　仕入債務の増加額 10,535 6,870 742

　14　その他負債の増加額 2,030 2,752 254

　15　その他 △196 △176 △26

　　　　小計 △1,639 △710 4,415

　16　利息及び配当金の受取額 67 74 156

　17　利息の支払額 △1 △9 △5

　18　法人税等の支払額 △1,246 △1,189 △2,389

　　　営業活動による

　　　キャッシュ・フロー
△2,819 △1,834 2,177
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前中間連結会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅱ　投資活動による

　　キャッシュ・フロー

　１　有価証券の取得による支出 △234 △225 △245

　２　有価証券の売却による収入 1,300 219 1,458

　３　有形固定資産の取得による支出 △565 △719 △921

　４　有形固定資産の売却による収入 30 15 37

　５　投資有価証券の取得による支出 △354 △845 △796

　６　投資有価証券の売却による収入 2 11 6

　７　連結範囲の変更を伴う子会社株式

　　　の取得による支出
─ △115 ─

　８　貸付けによる支出 ─ △200 ─

　９　定期預金の預入れによる支出 ─ △79 △1,800

　10　定期預金の解約による収入 ─ 109 2,100

　11　関係会社清算に伴う収入 ─ 23 ─

　12　その他の投資活動による支出 △53 △42 △224

　13　その他の投資活動による収入 17 18 24

　　　投資活動による

　　　キャッシュ・フロー
142 △1,828 △360

Ⅲ　財務活動による

　　キャッシュ・フロー

　１　短期借入金の純増減額 180 129 179

　２　長期借入金の返済による支出 ─ △32 ─

　３　社債償還による支出 ─ △10 ─

　４　株式の発行による収入 ─ ─ 147

　５　自己株式の取得による支出 △0 △0 △1

　６　配当金の支払額 △1,191 △1,397 △1,191

　７　少数株主に対する配当金の支払額 △121 △135 △121

　　　財務活動による

　　　キャッシュ・フロー
△1,133 △1,446 △988

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る

　　換算差額
64 △109 40

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額

　　(△は減少)
　 △3,746 △5,219 869

Ⅵ　現金及び現金同等物の

　　期首残高
12,743 13,612 12,743

Ⅶ　現金及び現金同等物の

　　中間期末(期末)残高
8,997 8,393 13,612
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　

項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

１　連結の範囲に関す

る事項

(イ)連結子会社の数　５社

　　主な連結子会社の名称

アース・バイオケミカ

ル㈱

ARS CHEMICAL(THAILA

ND)CO.,Ltd.

天津阿斯化学有限公司

アース環境サービス㈱

安速日用化学(蘇州)　

有限公司

(イ)連結子会社の数　６社

　　主な連結子会社の名称

アース・バイオケミカ

ル㈱

ARS CHEMICAL(THAILA

ND)CO.,Ltd.

天津阿斯化学有限公司

アース環境サービス㈱

安速日用化学(蘇州)　

有限公司

㈱ターキー

 （注）㈱ターキーは平成20

年１月31日の株式

取得に伴い当中間

連結会計期間より

連結子会社となり

ました。

(イ)連結子会社の数　５社

　　主な連結子会社の名称

アース・バイオケミカ

ル㈱

ARS CHEMICAL(THAILA

ND)CO.,Ltd.

天津阿斯化学有限公司

アース環境サービス㈱

安速日用化学(蘇州)

有限公司

 

(ロ)主な非連結子会社の名称

㈱アース環境

北京阿斯環境工程有限

公司

(ロ)主な非連結子会社の名称

同左

 

(ロ)主な非連結子会社の名称

同左

 

(連結の範囲から除いた理由)
　　非連結子会社の総資産、

売上高、中間純損益

(持分に見合う額)及

び利益剰余金(持分に

見合う額)等は、いず

れも中間連結財務諸

表に重要な影響を及

ぼしていないためで

あります。

(連結の範囲から除いた理由)

同左

 

 

(連結の範囲から除いた理由)
　　非連結子会社の総資産、

売上高、当期純損益

(持分に見合う額)及

び利益剰余金(持分に

見合う額)等は、いず

れも連結財務諸表に

重要な影響を及ぼし

ていないためであり

ます。

２　持分法の適用に関

する事項

持分法を適用しない非連結

子会社及び関連会社のう

ち、主な会社の名称

　・非連結子会社については

下記の通りであります。

㈱アース環境

北京阿斯環境工程有限

公司

　・関連会社については下記

の通りであります。

MARSインターナショナ

ル㈱

持分法を適用しない非連結

子会社のうち、主な会社の

名称

㈱アース環境

北京阿斯環境工程有限

公司

 

 

 

 

持分法を適用しない非連結

子会社及び関連会社のう

ち、主な会社の名称

　・非連結子会社については

下記の通りであります。

㈱アース環境

北京阿斯環境工程有限

公司

　・関連会社については下記

の通りであります。

MARSインターナショナ

ル㈱

(持分法を適用しない理由)
　　持分法非適用会社の中

間純損益(持分に見合

う額)及び利益剰余金

(持分に見合う額)等

は、いずれも中間連結

財務諸表に重要な影

響を及ぼしていない

ためであります。

(持分法を適用しない理由)

同左

 

(持分法を適用しない理由)
　　持分法非適用会社の当

期純損益(持分に見合

う額)及び利益剰余金

(持分に見合う額)等

は、いずれも連結財務

諸表に重要な影響を

及ぼしていないため

であります。
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項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

３　連結子会社の(中

間)決算日等に関

する事項

アース環境サービス㈱を除

く連結子会社の中間決算日

と中間連結決算日は一致し

ております。

アース環境サービス㈱の中

間決算日は９月30日であ

り、中間連結財務諸表の作

成にあたっては、中間連結

会計期間末日を決算日とし

て仮決算を行った中間財務

諸表を基礎としておりま

す。

アース環境サービス㈱と㈱

ターキーを除く連結子会社

の中間決算日と中間連結決

算日は一致しております。

アース環境サービス㈱の中

間決算日は９月30日であ

り、中間連結財務諸表の作

成にあたっては、中間連結

会計期間末日を決算日とし

て仮決算を行った中間財務

諸表を基礎としておりま

す。

㈱ターキーの中間決算日は

３月31日であり、中間連結

財務諸表の作成にあたって

は同日現在の中間財務諸表

を使用し、中間連結決算日

との間に生じた重要な取引

については、連結上必要な

調整を行っております。

アース環境サービス㈱を除

く連結子会社の決算日と連

結決算日は一致しておりま

す。

アース環境サービス㈱の決

算日は３月31日であり、連

結財務諸表の作成にあたっ

ては、連結会計年度末日を

決算日として仮決算を行っ

た財務諸表を基礎としてお

ります。

４　会計処理基準に関

する事項

　(1) 重要な資産の評

価基準及び評価

方法

 

 

(イ)有価証券

　a)満期保有目的の債券

　　　償却原価法(定額法)に

よっております。

　b)その他有価証券

　　①時価のあるもの

中間連結会計期間

末日の市場価格等

に基づく時価法に

よっております。

(評価差額は全部

純資産直入法によ

り処理し、売却原

価は移動平均法に

より算定しており

ます。)

 

 

(イ)有価証券

　a)満期保有目的の債券

同左

 

　b)その他有価証券

　　①時価のあるもの

同左

 

 

(イ)有価証券

　a)満期保有目的の債券

同左

 

　b)その他有価証券

　　①時価のあるもの

連結会計年度末日

の市場価格等に基

づく時価法によっ

ております。(評価

差額は全部純資産

直入法により処理

し、売却原価は移

動平均法により算

定しております。)

　　②時価のないもの

移動平均法による

原価法によってお

ります。

　　②時価のないもの

同左

　　②時価のないもの

同左

(ロ)棚卸資産

主として、商品・製品

・原材料・貯蔵品は移

動平均法による原価

法、仕掛品は総平均法

による原価法によって

おります。

(ロ)棚卸資産

同左

(ロ)棚卸資産

同左
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項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

　(2) 重要な減価償却

資産の減価償却

の方法

(イ)有形固定資産

　a)提出会社及び国内連結

子会社……

建物(建物付属設備は

除く)

①平成10年３月31日以

前に取得したもの

旧定率法。

②平成10年４月１日か

ら平成19年３月31日

までに取得したもの

旧定額法。

③平成19年４月１日以

降に取得したもの

定額法。

 

建物以外

①平成19年３月31日以

前に取得したもの

旧定率法。

②平成19年４月１日以

降に取得したもの

定率法。

(イ)有形固定資産

　a)提出会社及び国内連結

子会社……

同左

　　

　　　

 

　　

　　　

　　　　

 

　　

　　　

 

 

 

　　

　　　

 

　　

　　　

 

(イ)有形固定資産

　a)提出会社及び国内連結

子会社……

同左

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　b)在外連結子会社……

　　　主として、定額法によっ

ております。

　b)在外連結子会社……

同左

　b)在外連結子会社……

同左

(ロ)無形固定資産

　a)提出会社及び国内連結

子会社……

　　　主として、定額法によっ

ております。

　　　ただし、ソフトウェア

(自社利用分)につい

ては、社内における

利用可能期間(５年)

に基づく定額法に

よっております。

(ロ)無形固定資産

　a)提出会社及び国内連結

子会社……

同左

 

 

 

 

 

 

 

(ロ)無形固定資産

　a)提出会社及び国内連結

子会社……

同左

 

 

 

 

 

 

 

　b)在外連結子会社……

　　　主として、定額法によっ

ております。

　b)在外連結子会社……

同左

　b)在外連結子会社……

同左

　(3) 重要な引当金の

計上基準

(イ)貸倒引当金

　　主として売上債権等の貸

倒損失に備えるため、

一般債権については貸

倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権

については個別に回収

可能性を検討し、回収

不能見込額を計上して

おります。

(イ)貸倒引当金

同左

(イ)貸倒引当金

同左
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項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

(ロ)賞与引当金

　　従業員に支給する賞与に

充てるために、支給見

込額基準により計上し

ております。

(ロ)賞与引当金

同左

(ロ)賞与引当金

同左

(ハ)役員賞与引当金

　　国内連結子会社は、役員

に支給する賞与に充て

るために、当連結会計

年度における支給見込

額に基づき、当中間連

結会計期間の負担額を

計上しております。

(ハ)役員賞与引当金

同左

 

(ハ)役員賞与引当金

　　国内連結子会社は、役員

に支給する賞与に充て

るために、支給見込額

に基づき当連結会計年

度の負担額を計上して

おります。

(ニ)返品調整引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社１社は、返品によ

る損失に備えるため、

過去の返品実績率及び

売上利益率に基づき将

来の返品に伴う損失見

込み額を計上しており

ます。

(ニ)返品調整引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社は、返品による損

失に備えるため、過去

の返品実績率及び売上

利益率に基づき将来の

返品に伴う損失見込み

額を計上しておりま

す。

(ニ)返品調整引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社１社は、返品によ

る損失に備えるため、

過去の返品実績率及び

売上利益率に基づき将

来の返品に伴う損失見

込み額を計上しており

ます。

(ホ)退職給付引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社は、従業員の退職

給付に備えるため、当

連結会計年度末におけ

る退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づ

き、当中間連結会計期

間末において発生して

いると認められる額を

計上しております。

　　過去勤務債務について

は、その発生時の従業

員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(10

年)による按分額を費

用処理しております。

　　数理計算上の差異につい

ては、各連結会計年度

の発生時の従業員の平

均残存勤務期間以内の

一定の年数(10年)によ

る按分額を発生の翌連

結会計年度より費用処

理しております。

(ホ)退職給付引当金

同左

 

 

 

 

(ホ)退職給付引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社は、従業員の退職

給付に備えるため、当

連結会計年度末におけ

る退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づ

き、当連結会計年度末

において発生している

と認められる額を計上

しております。

　　過去勤務債務について

は、その発生時の従業

員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(10

年)による按分額を費

用処理しております。

　　数理計算上の差異につい

ては、各連結会計年度

の発生時の従業員の平

均残存勤務期間以内の

一定の年数(10年)によ

る按分額を発生の翌連

結会計年度より費用処

理しております。
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項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

(へ)役員退職慰労引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社は、役員の退職慰

労金の支給に備えるた

め、内規に基づく中間

連結会計期間末要支給

額を役員退職慰労引当

金として計上しており

ます。

(へ)役員退職慰労引当金

同左

 

(へ)役員退職慰労引当金

　　提出会社及び国内連結子

会社は、役員の退職慰

労金の支給に備えるた

め、内規に基づく連結

会計年度末要支給額を

役員退職慰労引当金と

して計上しておりま

す。

　(4) 重要なリース取

引の処理方法

リース物件の所有権が借主

に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・

リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によって

おります。

同左 同左

　(5) その他中間連結

財務諸表(連結

財務諸表)作成

のための重要な

事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の

会計処理は、税抜方式に

よっております。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

同左

５　中間連結キャッ

シュ・フロー計算

書(連結キャッ

シュ・フロー計算

書)における資金

の範囲

手許現金、要求払預金及び

取得日から６ヶ月以内に満

期日の到来する流動性の高

い、容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について

僅少なリスクしか負わない

短期的な投資を含めており

ます。

同左 同左
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会計方針の変更

　

項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

有形固定資産の減価償

却の方法

提出会社及び国内連結子会

社は、当中間連結会計期間

から 、 法 人税法の改正

（（所得税法等の一部を改

正する法律　平成19年３月

30日　法律第６号）及び

（法人税法施行令の一部を

改正する政令　平成19年３

月30日　政令第83号））に

伴い、平成19年４月１日以

降に取得したものについて

は、改正後の法人税法に基

づく方法に変更しておりま

す。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

───── 提出会社及び国内連結子会

社は、当連結会計年度より、

法人税法の改正（（所得税

法等の一部を改正する法律

　平成19年３月30日　法律第

６号）及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令　

平成19年３月30日　政令第

83号））に伴い、平成19年

４月１日以降に取得したも

のについては、改正後の法

人税法に基づく方法に変更

しております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

　

表示方法の変更

項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

(中間連結貸借対照表)

連結調整勘定

負ののれん

中間連結財務諸表規則の改正に伴い、前中

間連結会計期間において、「連結調整勘

定」として掲記されていたものは、当中間

連結会計期間より「負ののれん」として表

示しております。

───────

(中間連結損益計算書)

手形売却損

その他

前中間連結会計期間において、営業外費用

の「その他」に含めて表示しておりました

「手形売却損」は、当中間連結会計期間に

おいて営業外費用の総額の100分の10を超

えることとなったため、当中間連結会計期

間より区分掲記しております。

なお、前中間連結会計期間の「その他」に

含まれている「手形売却損」は４百万円で

あります。

───────

 

(中間連結損益計算書)

固定資産売廃却損

固定資産売却損

固定資産除却損

前中間連結会計期間において、「固定資産

売廃却損」として科目表示しておりました

が、科目内容をより明確にするため、当中間

連結会計期間においては「固定資産売却

損」と「固定資産除却損」に区分掲記して

おります。

なお、前中間連結会計期間の「固定資産売

廃却損」に含まれている「固定資産売却

損」は０百万円、「固定資産除却損」は16

百万円であります。

───────

 

　

EDINET提出書類

アース製薬株式会社(E01015)

半期報告書

30/69



追加情報

　

項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

有形固定資産の減価償

却の方法
 

国内連結子会社１社は、当

中間連結会計期間から、法

人税法の改正（（所得税法

等の一部を改正する法律　

平成19年３月30日　法律第

６号）及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令　

平成19年３月30日　政令第

83号））に伴い、平成19年

３月31日以前に取得したも

のについては、償却可能限

度額まで償却が終了した翌

年から５年間で均等償却す

る方法によっております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

提出会社及び国内連結子会

社は、当中間連結会計期間

から 、 法 人税法の改正

（（所得税法等の一部を改

正する法律　平成19年３月

30日　法律第６号）及び

（法人税法施行令の一部を

改正する政令　平成19年３

月30日　政令第83号））に

伴い、平成19年３月31日以

前に取得したものについて

は、償却可能限度額まで償

却が終了した翌年から５年

間で均等償却する方法に

よっております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

国内連結子会社１社は、当

連結会計年度から、法人税

法の改正（（所得税法等の

一部を改正する法律　平成

19年３月30日　法律第６

号）及び（法人税法施行令

の一部を改正する政令　平

成19年３月30日　政令第83

号））に伴い、平成19年３

月31日以前に取得したもの

については、償却可能限度

額まで償却が終了した翌年

から５年間で均等償却する

方法によっております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

退職給付引当金

（退職給付債務の算定

方法）

───── 国内連結子会社１社は、当

中間連結会計期間より退職

給付債務の算定方法を簡便

法から原則法に変更してお

ります。この結果発生した

差異（49百万円）について

は全額を、当中間連結会計

期間の特別損失に「退職給

付算定方法変更損」として

計上しております。

─────

退職給付引当金

（確定拠出年金制度へ

の移行）

─────
 

提出会社及び国内連結子会

社は、平成20年４月１日に

確定給付年金制度の一部に

ついて確定拠出年金制度へ

移行し、「退職給付制度間

の移行等に関する会計処

理」（企業会計基準適用指

針第１号）を適用しており

ます。

本移行に伴い認識された損

益は、特別損失に「退職給

付制度終了損」として229

百万円計上しております。

─────
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注記事項

(中間連結貸借対照表関係)

　
前中間連結会計期間末
(平成19年６月30日)

当中間連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成19年12月31日)

 ※１　減価償却累計額には、減損損 
　　　 失累計額を含めて表示してお 
　　　 ります。

 ※１　減価償却累計額には、減損損
　　　 失累計額を含めて表示してお
　　　 ります。

※１　減価償却累計額には、減損損
失累計額を含めて表示してお
ります。

※２　　　 　─────

 

※２　担保資産

借入金139百万円(短期借入金

50百万円、1年内返済予定の長

期借入金33百万円、長期借入

金55百万円)の担保に供して

いるものは次の通りでありま

す。

 定期預金      　 28百万円

※２　　　 　─────

 　３　売掛債権流動化による譲渡残 
　　　 高は次の通りであります。 

1,083百万円

　 ３　 　 　─────

 

 　３　　　 　─────

 

 ※４　中間連結会計期間末日満期手

　　　 形の会計処理

　　　満期手形の会計処理は、手形

　　　交換日をもって決済処理して

      おります。

　　　なお、当中間連結会計期間末

　　　日が金融機関の休日であった

　　　ため、中間連結会計期間末日

　　　満期手形が、以下の科目に含

　　　まれております。

　　　　受取手形　　 4,059百万円

　　　　支払手形　　　  98百万円

※４　　　　─────　  ※４　連結会計年度末日満期手形の

　　　 会計処理

　　　満期手形の会計処理は、手形

　　　交換日をもって決済処理して

　　　おります。

なお、当連結会計年度末日が

金融機関の休日であったた

め、次の連結会計年度末日満

期手形が、連結会計年度末残

高に含まれております。

受取手形 2,022百万円

支払手形 34百万円

設備関係
支払手形 0百万円
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(中間連結損益計算書関係)

　
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

※１　当社グループの売上高は、通常

の営業形態として、上半期の

割合が下半期に比べて著しく

大きく、連結会計年度の上半

期の売上高と下半期の売上高

との間に著しい相違があり、

上半期と下半期の業績に季節

的変動があります。

※１　　　　　同左

 

※１　　　　─────

※２　固定資産売却益の内容は次の

通りであります。

土地 17百万円

その他 0百万円

計 18百万円

※２　固定資産売却益の内容は次の

通りであります。

機械装置及び
運搬具 0百万円

計 0百万円

※２　固定資産売却益の内容は次の

通りであります。

機械装置及び
運搬具

7百万円

土地 17百万円

その他 0百万円

計 25百万円

※３　固定資産売却損の内容は次の

通りであります。

建物及び構築物 0百万円

※３　固定資産売却損の内容は次の

通りであります。

土地 14百万円

その他 0百万円

計 14百万円

※３　固定資産売却損の内容は次の

通りであります。

有形固定資産の
「その他」

2百万円

その他 0百万円

計 3百万円

※４　固定資産除却損の内容は次の

通りであります。

建物及び構築物 2百万円

有形固定資産の
「その他」

2百万円

無形固定資産 1百万円

解体費等 1百万円

その他 0百万円

計 7百万円

※４　固定資産除却損の内容は次の

通りであります。

建物及び構築物 13百万円

機械装置及び
運搬具

1百万円

解体費等 6百万円

その他 1百万円

計 22百万円

※４　固定資産除却損の内容は次の

通りであります。

建物及び構築物 9百万円

機械装置及び
運搬具

1百万円

有形固定資産の
「その他」

5百万円

解体費等 28百万円

無形固定資産 6百万円

その他 0百万円

計 51百万円
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(中間連結株主資本等変動計算書関係)

　

　前中間連結会計期間　(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

　

　１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式 (株) 19,855,000 ― ― 19,855,000

　２．自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式 (株) 1,530 310 ― 1,840

　(変動事由の概要)
   増加数の内訳は、次の通りであります。
　　 単元未満株式の買取請求による増加　310株
　

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
　４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 1株当たり配当額

基準日 効力発生日
(百万円) (円)

平成19年３月28日
普通株式 1,191 60.00平成18年12月31日 平成19年３月29日

定時株主総会

　
(2) 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後とな

るもの

　　　該当事項はありません。
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　当中間連結会計期間　(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

　

　１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式 (株) 19,960,000 ─ ─ 19,960,000

　２．自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式 (株) 2,120 250 ─ 2,370

　(変動事由の概要)
   増加数の内訳は、次の通りであります。
　　 単元未満株式の買取請求による増加　250株
　

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
　４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 1株当たり配当額

基準日 効力発生日
(百万円) (円)

平成20年３月27日
普通株式 1,397 70.00平成19年12月31日 平成20年３月28日

定時株主総会

　
(2) 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後とな

るもの

　　　該当事項はありません。
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　前連結会計年度　(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

　

　１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 19,855,000 105,000 ─ 19,960,000

　(変動事由の概要)
　 増加数の内訳は、次の通りであります。　
     新株予約権の権利行使による新株の発行による増加　105,000株　　　　

　２．自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 1,530 590 ─ 2,120

　(変動事由の概要)
　 増加数の内訳は、次の通りであります。　
　　 単元未満株式の買取請求による増加　590株
　

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
　４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 1株当たり配当額

基準日 効力発生日
(百万円) (円)

平成19年３月28日
普通株式 1,191 60.00平成18年12月31日 平成19年３月29日

定時株主総会

　(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額 1株当たり

基準日 効力発生日
(百万円) 配当額(円)

平成20年３月27日
普通株式 利益剰余金 1,397 70.00平成19年12月31日 平成20年３月28日

定時株主総会
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(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

現金及び現金同等物の中間期末残高

と中間連結貸借対照表に記載されて

いる科目の金額との関係

(平成19年６月30日現在)

現金及び預金 8,787百万円

有価証券 2,776百万円

　　　計 11,564百万円

償還期間が６ヶ月を

△2,567百万円超える債券等

現金及び現金同等物 8,997百万円
 

現金及び現金同等物の中間期末残高

と中間連結貸借対照表に記載されて

いる科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在)

現金及び預金 8,860百万円

有価証券 2,172百万円

　　　計 11,033百万円

償還期間が６ヶ月を

△2,639百万円超える債券等

現金及び現金同等物 8,393百万円
 

現金及び現金同等物の期末残高と連

結貸借対照表に掲記されている科目

の金額との関係

(平成19年12月31日現在)

現金及び預金 11,034百万円

有価証券 4,783百万円

　　　計 15,818百万円

償還期間が６ヶ月を

△2,205百万円超える債券等

現金及び現金同等物 13,612百万円
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(リース取引関係)

　
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

①　リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額及び中間連

結会計期間末残高相当額
有形固定

資産の

「その他」

(工具器具

備品)

無形固定

資産

(ソフト

ウェア)

合計

取得価額

相当額
325百万円 18百万円 343百万円

減価償却

累計額相

当額

181百万円 14百万円 196百万円

中間連結

会計期間

末残高

相当額

143百万円 3百万円 147百万円

 

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

①　リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額及び中間連

結会計期間末残高相当額
有形固定

資産の

「その他」

(工具器具

備品)

無形固定

資産

(ソフト

ウェア)

合計

取得価額

相当額
312百万円 10百万円 322百万円

減価償却

累計額相

当額

177百万円 1百万円 179百万円

中間連結

会計期間

末残高

相当額

134百万円 8百万円 143百万円

 

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

①　リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額及び期末残

高相当額
有形固定

資産の

「その他」

(工具器具

備品)

無形固定

資産

(ソフト

ウェア)

合計

取得価額

相当額
334百万円 18百万円 352百万円

減価償却

累計額相

当額

190百万円 16百万円 206百万円

期末残高

相当額
144百万円 1百万円 145百万円

 

　(注)　取得価額相当額は、未経過

リース料中間連結会計期間

末残高が有形固定資産の中

間連結会計期間末残高等に

占める割合が低いため、

「支払利子込み法」により

算定しております。

　(注)　　　　同左 　(注)　取得価額相当額は、未経過

リース料期末残高が有形固

定資産の期末残高等に占め

る割合が低いため、「支払

利子込み法」により算定し

ております。

②　未経過リース料中間連結会計期

間末残高相当額

１年以内 75百万円

１年超 71百万円

合計 147百万円

②　未経過リース料中間連結会計期

間末残高相当額

１年以内 64百万円

１年超 78百万円

合計 143百万円

②　未経過リース料期末残高相当額

１年以内 68百万円

１年超 77百万円

合計 145百万円

　(注)　未経過リース料中間連結会計

期間末残高相当額は、未経

過リース料中間連結会計期

間末残高が有形固定資産の

中間連結会計期間末残高等

に占める割合が低いため、

「支払利子込み法」により

算定しております。

　(注)　　　　同左 　(注)　未経過リース料期末残高相当

額は、未経過リース料期末

残高が有形固定資産の期末

残高等に占める割合が低い

ため、「支払利子込み法」

により算定しております。

③　支払リース料及び減価償却費相

当額

支払リース料 43百万円

減価償却費

相当額
43百万円

③　支払リース料及び減価償却費相

当額

支払リース料 45百万円

減価償却費

相当額
45百万円

③　支払リース料及び減価償却費相

当額

支払リース料 86百万円

減価償却費

相当額
86百万円

④　減価償却費相当額の算定方法

　　リース期間を耐用年数とし残存価

額を零とする定額法によってお

ります。

④　減価償却費相当額の算定方法

　　　　　　　同左

④　減価償却費相当額の算定方法

　　　　　　　同左
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(有価証券関係)

前中間連結会計期間末(平成19年６月30日)

１　時価のある有価証券

　

区分
中間連結貸借
対照表計上額
(百万円)

時価
(百万円)

差額
(百万円)

(1) 満期保有目的の債券 ― ― ―

計 ― ― ―

区分
取得原価
(百万円)

中間連結貸借
対照表計上額
(百万円)

差額
(百万円)

(2) その他有価証券

株式 1,263 2,818 1,555

その他 312 324 11

計 1,576 3,142 1,566

　

２　時価評価されていない主な有価証券

　

内容
中間連結貸借対照表計上額

(百万円)

(1) 満期保有目的の債券

　①　非上場国内債券 349

　②　非上場外国債券 492

　③　コマーシャルペーパー 1,997

小計 2,839

(2) その他有価証券

　①　非上場株式 640

　②　MMF 67

　③　その他 446

小計 1,154

合計 3,994
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当中間連結会計期間末(平成20年６月30日)

１　時価のある有価証券

　

区分
中間連結貸借
対照表計上額
(百万円)

時価
(百万円)

差額
(百万円)

(1) 満期保有目的の債券 ─ ─ ─

計 ─ ─ ─

区分
取得原価
(百万円)

中間連結貸借
対照表計上額
(百万円)

差額
(百万円)

(2) その他有価証券

株式 2,146 3,620 1,474

その他 335 329 △5

計 2,481 3,950 1,468

　

２　時価評価されていない主な有価証券

　

内容
中間連結貸借対照表計上額

(百万円)

(1) 満期保有目的の債券

　①　非上場国内債券 690

　②　非上場外国債券 689

　③　コマーシャルペーパー 998

小計 2,378

(2) その他有価証券

　①　非上場株式 644

　②　MMF 115

　③　その他 437

小計 1,197

合計 3,575
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前連結会計年度末(平成19年12月31日)

１　時価のある有価証券

　

区分
連結貸借対照表計上額

(百万円)
時価
(百万円)

差額
(百万円)

(1) 満期保有目的の債券 ─ ─ ─

計 ─ ─ ─

区分
取得原価
(百万円)

連結貸借対照表計上額
(百万円)

差額
(百万円)

(2) その他有価証券

株式 1,487 2,754 1,267

その他 312 311 △1

計 1,800 3,065 1,265

　

　

２　時価評価されていない主な有価証券

　

内容
連結貸借対照表計上額

(百万円)

(1) 満期保有目的の債券

　①　非上場国内債券 485

　②　非上場外国債券 424

　②　コマーシャルペーパー 3,995

小計 4,904

(2) その他有価証券

　①　非上場株式 636

　②　MMF 43

　③　その他 513

小計 1,193

合計 6,097
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(デリバティブ取引関係)

前中間連結会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

注記の対象となるデリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。

　

当中間連結会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

注記の対象となるデリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。

　

前連結会計年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

注記の対象となるデリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

　

家庭用品事業
(百万円)

総合環境衛生
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高及び営業損益

　　売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

47,418 7,499 54,918 ─ 54,918

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

246 75 322 (322) ─

計 47,665 7,575 55,241 (322) 54,918

　　営業費用 39,370 6,868 46,239 13 46,253

　　営業利益 8,294 707 9,001 (336) 8,665

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

(1) 家庭用品事業　　　家庭用品(殺虫剤及び日用品(洗口液、義歯関連用品、歯磨き用品、入浴剤、芳香 

　　　　　　　　　洗浄剤等))、防疫・農林畜産薬剤、海外向け殺虫剤原材料の製造販売及び仕入販 

　　　　　　　　　売

(2) 総合環境衛生事業　工場、病院等の衛生管理サービス

３　営業費用のうち「消去又は全社」の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は355百万円であります。

　　その主なものは、当社の本社管理部門に係る費用であります。

　

　

当中間連結会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

　

家庭用品事業
(百万円)

総合環境衛生
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高及び営業損益

　　売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

50,101 7,764 57,865 ─ 57,865

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

247 71 319 (319) ─

計 50,349 7,836 58,185 (319) 57,865

　　営業費用 42,008 7,183 49,191 40 49,231

　　営業利益 8,341 652 8,993 (359) 8,634

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

(1) 家庭用品事業　　　家庭用殺虫剤、日用品(洗口液、義歯関連用品、歯磨き用品、入浴剤、芳香洗浄

　　　　　　　　　剤等)、ペット用品、防疫・農林畜産薬剤及び海外向け殺虫剤原材料の製造販売

　　　　　　　　　及び仕入販売

(2) 総合環境衛生事業　工場、病院等の衛生管理サービス

３　営業費用のうち「消去又は全社」の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は380百万円であります。

　　その主なものは、当社の本社管理部門に係る経費であります。
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前連結会計年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

　

家庭用品事業
(百万円)

総合環境衛生
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高及び営業損益

　　売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

74,041 15,313 89,354 ─ 89,354

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

593 170 764 (764) ─

計 74,635 15,484 90,119 (764) 89,354

　　営業費用 70,161 13,960 84,121 (91) 84,029

　　営業利益 4,473 1,523 5,997 (672) 5,324

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

(1) 家庭用品事業　　　家庭用品(殺虫剤及び日用品(洗口液、義歯関連用品、歯磨き用品、入浴剤、芳香

　　　　　　　　　洗浄剤等))、防疫・農林畜産薬剤、海外向け殺虫剤原材料の製造販売及び仕入販

　　　　　　　　　売

(2) 総合環境衛生事業　工場、病院等の衛生管理サービス

３　営業費用のうち「消去又は全社」の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は701百万円であります。

その主なものは、当社の本社管理部門に係る経費であります。
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【所在地別セグメント情報】

前中間連結会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

当中間連結会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

前連結会計年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

前中間連結会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当中間連結会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前連結会計年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

　
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

１株当たり純資産額 1,933.79円１株当たり純資産額 1,989.10円１株当たり純資産額 1,819.15円

１株当たり中間純利益 239.59円１株当たり中間純利益 242.83円１株当たり当期純利益 139.45円

潜在株式調整後
237.50円

１株当たり中間純利益
潜在株式調整後

241.47円
１株当たり中間純利益

潜在株式調整後
138.37円

１株当たり当期純利益

(注)　１株当たり中間(当期)純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎は、

以下の通りであります。

項目
前中間連結会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

中間連結損益計算書上の
中間(当期)純利益(百万円)

4,756 4,846 2,773

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ― ―

普通株式に係る中間(当期)純利益
(百万円)

4,756 4,846 2,773

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,853 19,957 19,888

潜在株式調整後１株当たり中間(当期)
純利益の算定に用いられた普通株式増
加数(千株)

174 111 155

(うち　新株予約権)(千株) (174) (111) (155)

希薄化効果を有しないため、潜在株式

調整後１株当たり中間(当期)純利益の

算定に含まれなかった潜在株式の概要

───── ───── ─────

　
　

(重要な後発事象)

   該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

  該当事項はありません。
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２ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

　

前中間会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間会計期間末

(平成20年６月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ　流動資産

　１　現金及び預金 3,761 3,383 6,477

　２　受取手形 ※３ 15,738 8,105 3,590

　３　売掛金 13,488 19,452 4,680

　４　有価証券 1,997 1,498 3,995

　５　棚卸資産 12,173 12,918 11,544

　６　その他 1,893 2,605 1,994

　７　貸倒引当金 △30 △29 △9

　　　流動資産合計 49,02271.4 47,93569.7 32,27262.4

Ⅱ　固定資産

　１　有形固定資産 ※１

　　(1) 建物 5,962 5,836 5,849

　　(2) 機械及び装置 811 768 723

　　(3) 土地 4,336 4,336 4,336

　　(4) その他の有形
　　　　固定資産

1,557 1,670 1,598

　　　有形固定資産合計 12,667 12,612 12,508

　２　無形固定資産 324 300 339

　３　投資その他の資産

    (1) 投資有価証券 3,716 4,482 3,640

    (2) その他 2,939 3,482 2,999

　　(3) 貸倒引当金 △2 ─ △2

　　　投資その他の
　　　資産合計

6,654 7,964 6,637

　　　固定資産合計 19,64528.6 20,87730.3 19,48537.6

　　　資産合計 68,668100.0 68,812100.0 51,757100.0
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前中間会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間会計期間末

(平成20年６月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(負債の部)

Ⅰ　流動負債

　１　支払手形 ※３ 3,741 3,745 1,181

　２　買掛金 16,119 13,985 9,981

　３　未払金 5,669 6,427 4,432

　４　未払費用 487 521 393

　５　未払法人税等 3,551 4,047 879

　６　賞与引当金 97 97 103

　７　返品調整引当金 1,894 1,943 209

　８　設備関係の支払手形
　　　及び未払金

※３ 116 469 257

　９　その他 ※４ 663 530 448

　　　流動負債合計 32,33947.1 31,76846.2 17,88634.6

Ⅱ　固定負債

　１　退職給付引当金 1,371 1,071 1,293

　２　役員退職慰労引当金 425 471 453

　３　その他 326 123 113

　　　固定負債合計 2,1223.1 1,6662.4 1,8603.6

　　　負債合計 34,46250.2 33,43448.6 19,74738.2
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前中間会計期間末

(平成19年６月30日)

当中間会計期間末

(平成20年６月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

(純資産の部)

Ⅰ　株主資本

　１　資本金 3,1364.6 3,2094.7 3,2096.2

　２　資本剰余金

　　(1) 資本準備金 2,927 3,000 3,000

　　　資本剰余金合計 2,9274.3 3,0004.4 3,0005.8

　３　利益剰余金

　　(1) 利益準備金 200 200 200

　　(2) その他利益剰余金

　　　　別途積立金 22,400 23,400 22,400

　　　　繰越利益剰余金 4,633 4,706 2,464

　　　利益剰余金合計 27,23339.6 28,30641.1 25,06448.4

　４　自己株式 △ 5△0.0 △6 △0.0 △6 △0.0

　　　株主資本合計 33,29148.5 34,51050.2 31,26860.4

Ⅱ　評価・換算差額等

　１　その他有価証券
　　　評価差額金

915 1.3 867 1.2 741 1.4

　　　評価・換算差額等
　　　合計

915 1.3 867 1.2 741 1.4

　　　純資産合計 34,20649.8 35,37751.4 32,01061.8

　　　負債純資産合計 68,668100.0 68,812100.0 51,757100.0
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② 【中間損益計算書】

　

前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間

(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

金額(百万円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 ※１ 45,208100.0 47,724100.0 70,516100.0

Ⅱ　売上原価 26,07657.7 28,19959.1 43,48961.7

　　　売上総利益 19,13242.3 19,52440.9 27,02638.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費 11,59125.6 12,01425.2 23,43433.2

　　　営業利益 7,54016.7 7,51015.7 3,5915.1

Ⅳ　営業外収益 ※２ 399 0.8 436 0.9 625 0.9

Ⅴ　営業外費用 ※３ 19 0.0 34 0.1 26 0.0

　　　経常利益 7,92017.5 7,91316.5 4,1916.0

Ⅵ　特別利益 ※４ 17 0.0 ─ ─ 17 0.0

Ⅶ　特別損失 ※５ 5 0.0 183 0.4 218 0.3

　　　税引前中間(当期)
　　　純利益

7,93317.5 7,72916.1 3,9905.7

　　　法人税、住民税及び
　　　事業税

3,500 4,012 1,620

　　　法人税等調整額 △ 153 3,3467.4 △922 3,0896.4 △47 1,5722.3

　　　中間(当期)純利益 4,58610.1 4,6399.7 2,4173.4
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間(自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)

　

株主資本
評価・換算差額

等

資本金

資本
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

剰余金

その他利益剰余金
資本 利益
準備金 準備金 別途 繰越利益

積立金 剰余金

平成18年12月31日残高(百万円)3,1362,927 200 21,300 2,337 △4 29,896 821

中間会計期間中の変動額

剰余金の配当 △1,191 △1,191

中間純利益 4,586 4,586

自己株式の取得 △0 △0

別途積立金の積立 1,100 △1,100 ─

株主資本以外の項目の中間会計

期間中の変動額(純額)
93

中間会計期間中の変動額合計

(百万円)
─ ─ ─ 1,100 2,295 △0 3,394 93

平成19年６月30日残高(百万円) 3,1362,927 200 22,400 4,633 △5 33,291 915

　

当中間会計期間(自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)

　

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計

資本金

資本
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

剰余金

その他利益剰余金
資本 利益
準備金 準備金 別途 繰越利益

積立金 剰余金

平成19年12月31日残高(百万円)3,2093,00020022,4002,464 △6 31,268 741 32,010

中間会計期間中の変動額

剰余金の配当 △1,397 △1,397 △1,397

中間純利益 4,639 4,639 4,639

自己株式の取得 △0 △0 △0

別途積立金の積立 1,000△1,000 ─ ─

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額)
126 126

中間会計期間中の変動額合計

(百万円)
─ ─ ─ 1,0002,242 △0 3,241 126 3,367

平成20年６月30日残高(百万円)3,2093,00020023,4004,706 △6 34,510 867 35,377
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前事業年度(自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)

　

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本
利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

剰余金

その他利益剰余金
資本 利益
準備金 準備金 別途 繰越利益

積立金 剰余金

平成18年12月31日残高(百万円)3,1362,92720021,3002,337 △4 29,896 821 30,718

事業年度中の変動額

　新株の発行 73 73 147 147

　剰余金の配当 △1,191 △1,191 △1,191

　当期純利益 2,417 2,417 2,417

　自己株式の取得 △1 △1 △1

　別途積立金の積立 1,100△1,100 ─ ─

株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額）
△80 △80

事業年度中の変動額合計　　 

(百万円)
73 73 ─ 1,100 126 △1 1,371 △80 1,291

平成19年12月31日残高(百万円)3,2093,00020022,4002,464 △6 31,268 741 32,010
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

　

項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

１　資産の評価基準及

び評価方法

(イ)有価証券

　a)満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

によっております。

(イ)有価証券

　a)満期保有目的の債券

同左

 

(イ)有価証券

　a)満期保有目的の債券

同左

 

　b)子会社株式及び関連会

社株式

　　　移動平均法による原価

法によっておりま

す。

　b)子会社株式及び関連会

社株式

同左

　b)子会社株式及び関連会

社株式

同左

　c)その他有価証券

　　①時価のあるもの

中間決算末日の市

場価格等に基づく

時価法によってお

ります。(評価差額

は全部純資産直入

法により処理し、

売却原価は移動平

均法により算定し

ております。)

　c)その他有価証券

　　①時価のあるもの

同左

　c)その他有価証券

　　①時価のあるもの

決算末日の市場価

格等に基づく時価

法によっておりま

す。(評価差額は全

部純資産直入法に

より処理し、売却

原価は移動平均法

により算定してお

ります。)

　　②時価のないもの

移動平均法による

原価法によってお

ります。

　　②時価のないもの

同左

　　②時価のないもの

同左

(ロ)棚卸資産

　　商品・製品・原材料・貯

蔵品

　　…移動平均法による原価

法

　　仕掛品

　　…総平均法による原価法

(ロ)棚卸資産

同左

(ロ)棚卸資産

同左

　

EDINET提出書類

アース製薬株式会社(E01015)

半期報告書

53/69



　

項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

２　固定資産の減価償

却の方法

(イ)有形固定資産

建物(建物附属設備は

除く)　　　　　

①平成10年３月31日以

前に取得したもの

旧定率法。

②平成10年４月１日か

ら平成19年３月31日

までに取得したもの

旧定額法。

③平成19年４月１日以

降に取得したもの

定額法。

 

建物以外

①平成19年３月31日以

前に取得したもの

旧定率法。

②平成19年４月１日以

降に取得したもの

定率法。

(イ)有形固定資産

同左

 

(イ)有形固定資産

同左

(ロ)無形固定資産

　　定額法によっておりま

す。ただし、ソフトウェ

ア(自社利用分)につい

ては、社内における利

用可能期間(５年)に基

づく定額法によってお

ります。

(ロ)無形固定資産

同左

(ロ)無形固定資産

同左

３　引当金の計上基準 (イ)貸倒引当金

　　売上債権等の貸倒損失に

備えるため、一般債権

については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権

等特定の債権について

は個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込

額を計上しておりま

す。

(イ)貸倒引当金

同左

(イ)貸倒引当金

同左

(ロ)賞与引当金

　　従業員に支給する賞与に

充てるために、支給見

込額基準により計上し

ております。

(ロ)賞与引当金

同左

(ロ)賞与引当金

同左

(ハ)返品調整引当金

　　返品による損失に備える

ため、過去の返品実績

率及び売上利益率に基

づき将来の返品に伴う

損失見込み額を計上し

ております。

(ハ)返品調整引当金

同左

(ハ)返品調整引当金

同左
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項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

(ニ)退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備え

るため、当期末におけ

る退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づ

き、当中間会計期間末

において発生している

と認められる額を計上

しております。

　　過去勤務債務について

は、その発生時の従業

員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(10

年)による按分額を費

用処理しております。

　　数理計算上の差異につい

ては、各期の発生時に

おける従業員の平均残

存勤務期間以内の一定

の年数(10年)による按

分額をそれぞれ発生の

翌期より費用処理して

おります。

(ニ)退職給付引当金

同左

 

 

 

 

(ニ)退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備え

るため、当期末におけ

る退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づ

き、当期末において発

生していると認められ

る額を計上しておりま

す。

　　過去勤務債務について

は、その発生時の従業

員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(10

年)による按分額を費

用処理しております。

　　数理計算上の差異につい

ては、各期の発生時に

おける従業員の平均残

存勤務期間以内の一定

の年数(10年)による按

分額をそれぞれ発生の

翌期より費用処理して

おります。

(ホ)役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支給

に備えるため、内規に

基づく中間会計期間末

要支給額を役員退職慰

労引当金として計上し

ております。

(ホ)役員退職慰労引当金

同左

 

(ホ)役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支給

に備えるため、内規に

基づく期末要支給額を

役員退職慰労引当金と

して計上しておりま

す。

４　リース取引の処理

方法

リース物件の所有権が借主

に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・

リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によって

おります。

同左 同左

５　その他中間財務諸

表(財務諸表)作成

のための基本とな

る重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の

会計処理は、税抜方式に

よっております。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

同左
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会計方針の変更

　

項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

有形固定資産の減価償

却の方法

当中間会計期間から、法人

税法の改正（（所得税法等

の一部を改正する法律　平

成19年３月30日　法律第６

号）及び（法人税法施行令

の一部を改正する政令　平

成19年３月30日　政令第83

号））に伴い、平成19年４

月１日以降に取得したもの

については、改正後の法人

税法に基づく方法に変更し

ております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

───── 当事業年度より、法人税法

の改正（（所得税法等の一

部を改正する法律　平成19

年３月30日　法律第６号）

及び（法人税法施行令の一

部を改正する政令　平成19

年３月30日 　政令第83

号））に伴い、平成19年４

月１日以降に取得したもの

については、改正後の法人

税法に基づく方法に変更し

ております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

　

表示方法の変更

　

項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

(中間貸借対照表)

投資その他の資産

投資有価証券

前中間会計期間において、固定資産の「投

資その他の資産」に含めて表示しておりま

した「投資有価証券」は、当中間会計期間

において資産の総額の100分の５を超える

こととなったため、当中間会計期間より区

分掲記しております。 

なお、前中間会計期間の「投資その他の資

産」に含まれている「投資有価証券」は

3,098百万円であります。

───────
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追加情報

　

項目
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

有形固定資産の減価償

却の方法
 

─────
 

当中間会計期間から、法人

税法の改正（（所得税法等

の一部を改正する法律　平

成19年３月30日　法律第６

号）及び（法人税法施行令

の一部を改正する政令　平

成19年３月30日　政令第83

号））に伴い、平成19年３

月31日以前に取得したもの

については、償却可能限度

額まで償却が終了した翌年

から５年間で均等償却する

方法によっております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

─────

退職給付引当金

（確定拠出年金制度へ

の移行）

─────
 

平成20年４月１日に確定給

付年金制度の一部について

確定拠出年金制度へ移行

し、「退職給付制度間の移

行等に関する会計処理」

（企業会計基準適用指針第

１号）を適用しておりま

す。

本移行に伴い認識された損

益は、特別損失として165百

万円計上しております。

─────
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注記事項

(中間貸借対照表関係)

　
前中間会計期間末
(平成19年６月30日)

当中間会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成19年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計

額

13,011百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計

額

13,808百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計

額

13,355百万円

　 ２　売掛債権流動化による譲渡残

      高は次の通りであります。

1,083百万円

　 ２　     ─────

      

 

　 ２     　─────

      

 

※３　中間会計期間末日満期手形の

会計処理

　　　満期手形の会計処理は、手形交換

日をもって決済処理しており

ます。

　　　なお、当中間会計期間末日が金融

機関の休日であったため、中

間会計期間末日満期手形が、

以下の科目に含まれておりま

す。

受取手形

支払手形

3,892百万円

92百万円

※３　     ───── ※３　会計年度末日満期手形の会計

処理

　　　満期手形の会計処理は、手形交換

日をもって決済処理しており

ます。

　　　なお、当期末日が金融機関の休日

であったため、次の期末日満

期手形が、当期末残高に含ま

れております。

受取手形 1,753百万円

支払手形 31百万円

設備関係
0百万円

支払手形

※４　消費税等の取扱い

　　　仮払消費税等及び預り消費税等

は相殺のうえ、流動負債の

「その他」に含めて表示して

おります。

※４　消費税等の取扱い

同左

※４　　　 ─────
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(中間損益計算書関係)

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

※１　当社の売上高は事業年度の上

半期と下半期との間に著しい

相違があります。

　　　なお、当該中間会計期間末に至る

１年間の売上高は、次の通り

であります。

※１　当社の売上高は事業年度の上

半期と下半期との間に著しい

相違があります。

　　　なお、当該中間会計期間末に至る

１年間の売上高は、次の通り

であります。

※１　　　 ─────

前事業年度
の下半期の
売上高

23,708百万円

当中間期の
売上高

45,208百万円

計 68,917百万円

前事業年度
の下半期の
売上高

25,307百万円

当中間期の
売上高

47,724百万円

計 73,031百万円

※２　営業外収益の内容は次の通り

であります。

※２　営業外収益の内容は次の通り

であります。

※２　営業外収益の内容は次の通り

であります。

受取利息 2百万円

有価証券利息 9百万円

受取配当金 182百万円

ロイヤリティー
収入

24百万円

受取家賃 116百万円

その他 62百万円

計 399百万円

受取利息 8百万円

有価証券利息 7百万円

受取配当金 208百万円

ロイヤリティー
収入

22百万円

受取家賃 111百万円

その他 78百万円

計 436百万円

受取利息 7百万円

有価証券利息 53百万円

受取配当金 192百万円

ロイヤリティー
収入

36百万円

受取家賃 233百万円

その他 101百万円

計 625百万円

※３　営業外費用の内容は次の通り

であります。

※３　営業外費用の内容は次の通り

であります。

※３　営業外費用の内容は次の通り

であります。

支払利息 0百万円

手形売却損 3百万円

棚卸廃棄損失 9百万円

その他 5百万円

計 19百万円

支払利息 0百万円

棚卸廃棄損失 3百万円

為替差損 28百万円

雑損失 1百万円

計 34百万円

支払利息 3百万円

手形売却損 5百万円

株式交付費 0百万円

棚卸廃棄損失 10百万円

為替差損 1百万円

雑損失 5百万円

計 26百万円

※４　特別利益の内容は次の通りで

あります。

※４　      ───── ※４　特別利益の内容は次の通りで

あります。

固定資産売却益 17百万円

投資有価証券
売却益

0百万円

計 17百万円

固定資産売却益 17百万円

投資有価証券
売却益

0百万円

計 17百万円

※５　特別損失の内容は次の通りで

あります。

固定資産売却損 0百万円

固定資産除却損 5百万円

計 5百万円

※５　特別損失の内容は次の通りで

あります。

固定資産除却損 11百万円

退職給付制度
終了損

165百万円

関係会社整理損 5百万円

ゴルフ会員権
評価損

1百万円

計 183百万円

※５　特別損失の内容は次の通りで

あります。

固定資産売却損 0百万円

固定資産除却損 42百万円

投資有価証券
評価損

3百万円

製品回収損 172百万円

計 218百万円
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　 前中間会計期間
(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

　６　減価償却額は次の通りでありま

す。

有形固定資産 394百万円

無形固定資産 53百万円

計 447百万円

　６　減価償却額は次の通りでありま

す。

有形固定資産 491百万円

無形固定資産 51百万円

計 542百万円

　６　減価償却額は次の通りでありま

す。

有形固定資産 834百万円

無形固定資産 109百万円

計 944百万円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

　
前中間会計期間 (自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日)
　

自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式  (株) 1,530 310 ― 1,840

 (変動事由の概要)
増加数の内訳は、次の通りであります。
単元未満株式の買取請求による増加　310株

　

当中間会計期間 (自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日)
　

自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式  (株) 2,120 250 ─ 2,370

 (変動事由の概要)
増加数の内訳は、次の通りであります。
単元未満株式の買取請求による増加　250株

　

前事業年度 (自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日)
　

自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式  (株) 1,530 590 ─ 2,120

 (変動事由の概要)
増加数の内訳は、次の通りであります。
単元未満株式の買取請求による増加　590株
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(リース取引関係)

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

リース物件の所有権が借主に移転す
ると認められるもの以外のファイナ
ンス・リース取引
①　リース物件の取得価額相当額、減
価償却累計額相当額及び中間会
計期間末残高相当額

その他の

有形固定

資産

(工具器具

備品)

無形固定

資産

(ソフト

ウェア)

合計

取得価額

相当額
233百万円 18百万円 251百万円

減価償却

累計額相

当額

137百万円 14百万円 151百万円

中間会計

期間末

残高

相当額

96百万円 3百万円 99百万円

 

リース物件の所有権が借主に移転す
ると認められるもの以外のファイナ
ンス・リース取引
①　リース物件の取得価額相当額、減
価償却累計額相当額及び中間会
計期間末残高相当額

その他の

有形固定

資産

(工具器具

備品)

無形固定

資産

(ソフト

ウェア)

合計

取得価額

相当額
180百万円 10百万円 191百万円

減価償却

累計額相

当額

90百万円 1百万円 92百万円

中間会計

期間末

残高

相当額

89百万円 8百万円 98百万円

 

リース物件の所有権が借主に移転す
ると認められるもの以外のファイナ
ンス・リース取引
①　リース物件の取得価額相当額、減
価償却累計額相当額及び期末残
高相当額

その他の

有形固定

資産

(工具器具

備品)

無形固定

資産

(ソフト

ウェア)

合計

取得価額

相当額
242百万円 18百万円 260百万円

減価償却

累計額相

当額

133百万円 16百万円 149百万円

期末残高

相当額
109百万円 1百万円 110百万円

 

　(注)　取得価額相当額は、未経過
リース料中間会計期間末残
高が有形固定資産の中間会
計期間末残高等に占める割
合が低いため、中間財務諸
表等規則第５条の３におい
て準用する財務諸表等規則
第８条の６第２項の規定に
基づき、「支払利子込み
法」により算定しておりま
す。

　(注)　　　　同左 　(注)　取得価額相当額は、未経過
リース料期末残高が有形固
定資産の期末残高等に占め
る割合が低いため、財務諸
表等規則第８条の６第２項
の規定に基づき、「支払利
子込み法」により算定して
おります。

②　未経過リース料中間会計期間末
残高相当額

１年以内 52百万円

１年超 47百万円

合計 99百万円

②　未経過リース料中間会計期間末
残高相当額

１年以内 42百万円

１年超 56百万円

合計 98百万円

②　未経過リース料期末残高相当額
 

１年以内 50百万円

１年超 60百万円

合計 110百万円

　(注)　未経過リース料中間会計期間
末残高相当額は、未経過
リース料中間会計期間末残
高が有形固定資産の中間会
計期間末残高等に占める割
合が低いため、中間財務諸
表等規則第５条の３におい
て準用する財務諸表等規則
第８条の６第２項の規定に
基づき、「支払利子込み
法」により算定しておりま
す。

　(注)　　　　同左 　(注)　未経過リース料期末残高相当
額は、未経過リース料期末
残高が有形固定資産の期末
残高等に占める割合が低い
ため、財務諸表等規則第８
条の６第２項の規定に基づ
き、「支払利子込み法」に
より算定しております。

③　支払リース料及び減価償却費相
当額

支払リース料 32百万円

減価償却費
相当額

32百万円

③　支払リース料及び減価償却費相
当額

支払リース料 30百万円

減価償却費
相当額

30百万円

③　支払リース料及び減価償却費相
当額

支払リース料 63百万円

減価償却費
相当額

63百万円

④　減価償却費相当額の算定方法
　　リース期間を耐用年数とし残存価
額を零とする定額法によってお
ります。

④　減価償却費相当額の算定方法
　　　　　　　同左

④　減価償却費相当額の算定方法
　　　　　　　同左
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(有価証券関係)

前中間会計期間、当中間会計期間及び前事業年度のいずれにおいても子会社株式及び関連会社株式

で時価のあるものはありません。

　

(１株当たり情報)

中間連結財務諸表を作成しておりますので、記載を省略しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

  該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　
(1) 有価証券報告書 平成20年３月28日

及びその添付書類 関東財務局長に提出。

事業年度　第84期（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

　

平成19年９月20日

アース製薬株式会社

取締役会　御中

新日本監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　黒　　田　　　　　裕　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　北　　川　　卓　　哉　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　森　　田　　高　　弘　　㊞

　

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるアース製薬株式会社の平成19年１月１日から平成19年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間

(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中

間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監

査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結

財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なう

ような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等

を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結

果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表

の作成基準に準拠して、アース製薬株式会社及び連結子会社の平成19年６月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 （※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会

社)が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

　

平成20年９月17日

アース製薬株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　黒　　田　　　　　裕　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　北　　川　　卓　　哉　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　森　　田　　高　　弘　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられているアース製薬株式会社の平成20年１月１日から平成20年12月31日までの連結会計年度の中間連

結会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借

対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書につい

て中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なう

ような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等

を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結

果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表

の作成基準に準拠して、アース製薬株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 （※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会

社)が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

　

平成19年９月20日

アース製薬株式会社

取締役会　御中

新日本監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　黒　　田　　　　　裕　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　北　　川　　卓　　哉　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　森　　田　　高　　弘　　㊞

　

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるアース製薬株式会社の平成19年１月１日から平成19年12月31日までの第84期事業年度の中間会計期間

(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計

算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重

要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心と

した監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として

中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠して、アース製薬株式会社の平成19年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計

期間(平成19年１月１日から平成19年６月30日まで)の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 （※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会

社)が別途保管しております。
　

EDINET提出書類

アース製薬株式会社(E01015)

半期報告書

68/69



独立監査人の中間監査報告書

　

平成20年９月17日

アース製薬株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　黒　　田　　　　　裕　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　北　　川　　卓　　哉　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　森　　田　　高　　弘　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられているアース製薬株式会社の平成20年１月１日から平成20年12月31日までの第85期事業年度の中間

会計期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中

間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法

人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重

要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心と

した監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として

中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠して、アース製薬株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計

期間(平成20年１月１日から平成20年６月30日まで)の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 （※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会

社)が別途保管しております。
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